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水、またバーゼルの Tinguely 美術館など、Niki の作品に触れる機会は度々あった。そんなにあ
ちこちに Niki の作品があるということは、それだけ世界中で愛されているということを示して








 1930 年、10 月 29 日、フランス人の父 Andre Marie Falloux de Saint Phalle と、フランス系アメ
リカ人の母 Jeanne Jacqueline とのあいだに５人兄弟（２歳年上の兄 Jean、６歳年下の妹 Claine、
８歳年下の妹 Elizabeth、13 歳年下の弟 Richard）の第２子として、パリ郊外の Neuilly-sur-Seine
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『ハーパース・バザー』、『ライフ』の表紙を飾る。しかし、翌年 19 歳（1949 年）で１歳年上
の Harry Mathews と駆け落ちし、のちにニューヨークで結婚し、21 歳（1951 年）のときにボス







位置付けている（Niki de Saint Phalle, 1994, p11）。また Niki には上唇を噛む癖があり、20 歳の
頃それで外科手術を受けている。「20 年後、私の唇はあまりにもひどい扱いをしたので、２番
目の唇ができていました。私は自分の顔の上に自分の恥をぶらさげていたのです。（中略）攻撃
するならからだの他の部分を選んだほうがましです」（Niki de Saint Phalle, 1994, p7）と、Niki
は述べている。23 歳（1953 年）のときに深刻な神経衰弱に陥り、ニースで入院し、10 回の電
気ショック療法とインシュリン療法を受けている。ここで絵画が治療に有効であることがわか
り、演劇を諦め、芸術家を志す。同じ頃 Harry も音楽を諦め小説を書き始めている。その後 Niki
は、アメリカ人の画家 Hue Wise と出会い、５年間絵画の指導を受ける。彼は自由なスタイルで
制作することを勧めたという（ニキ・ド・サンファル展カタログ 2006）。 
 24 歳（1954 年）で息子 Philippe が生まれる。Niki と Harry はこのころルーヴル美術館で、Klee、
Matisse、Picasso、Rousseau などの作品に触れる。また、Gaudi の「グエル公園」、Cheval の「理
想宮殿」に出会い、将来自分の理想宮殿を作ろうという決意を得る。またこの年にキネティッ
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ク・アートの Jean Tinguely とその妻 Eva Epeli と出会っている。 
 
ⅲ．画家、芸術家として 
 作品の変遷は次に述べることにするので、ここでは Niki の生活面の変遷を簡単に述べること
にする。 
 26 歳（1956 年）に、初の個展「Niki Mathews−パリ−絵画」がスイスのザンクト・ガレンで開
かれる。 
 Niki はその後、30 歳（1960 年）で、Harry と離婚する。彼が二人の子どもと引越し、彼女は
そのまま残った。この年の末、Niki と Tinguely は多くの芸術家がいたロンサン袋小路に引越し、
共有のアトリエを構える。母として、妻として葛藤がなかったはずはないが、芸術家として生
きる道を選んだ、あるいは選ばざるをえなかったと言えるだろう。 
 31 歳（1961 年）に、第一回の射撃イヴェントが行われ、ヌーボー・レアリストたちとの交流
が始まる。その後 33 歳（1963 年）で、ロスアンゼルスで「キングコング」を制作。この年、
Tinguely とソワジーにアトリエと住居を構え、花嫁、出産、娼婦、魔女など女性をテーマにし
た作品を制作し始める。 
 35 歳（1965 年）では、毛糸や布などで「ナナ」の制作が始まる。パリのアレクサンダー･イ
オラス・ギャラリーで「ナナ」のシリーズを発表。その後 36 歳（1966 年）に、Tinguely、Ulfvedt
と共に、ストックホルム近代美術館に巨大なナナ「ホーン」を制作し、これは大きな反響を呼










Saint Phalle 1994, p9）。 
 44 歳（1974 年）、ポリエステルによる肺病の療養中に、Niki の理想宮殿である「タロット・
ガーデン」の土地を提供してくれる旧友と再会し、以降その構想、設計、制作が開始される。
それは終生の作品となり、1998 年にオープンするが、その後も製作は続けられていた。「タロッ
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ト・ガーデン」の作品のうちのいくつかは未完のままとなった。この年、Niki の妹 Elizabeth が
自死している。 
 48 歳（1978 年）、母 Jacqueline が亡くなる。これをきっかけに彫刻「身繕い」が制作される。 
 50 歳（1980 年）、パリのポンピドゥ・センターで「Niki de Saint Phalle 1954-1980」展が開か
れ、その後ヨーロッパ各地を巡回する。 







へのオマージュ「meta Tinguely」を制作する。その後 Niki は約束どおり何年にもわたり Tinguely
の作品を保護する取り組みを続けた。そも努力は実り、1996 年バーゼルに Tinguely 美術館が開
館される。 
 ナナ制作のためのポリエステルで肺を病んでいた Niki だが、52 歳（1982 年）に最初のリウ
マチの発作に襲われ、その後 Niki は生涯リウマチに苦しむこととなる。63 歳（1993 年）では、
さらに喘息と関節炎に苦しみ、カリフォルニア州サンディエゴ市ラ・ホーヤに移住し、生涯最
後の８年をここで過ごした。 












 69 歳（1999 年）、自伝の２巻『Harry et Moi』の執筆を始める。８月に弟の Richard が自死す
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る。Niki は唖然とするばかりであったという。 
 71 歳（2002 年）の５月 21 日、肺炎が悪化し、サンディエゴの病院で生涯を閉じる。ヨーロッ



























て、1961 年２月 21 日、Tinguely なども参加する形で最初の「射撃絵画」を作成した。絵画
面に絵の具を入れた缶や袋などを貼り付け、それを石膏で覆い、出来上がったレリーフ状の
作品に向けてライフルを撃った。弾丸を受けたタブレットからは流血のごとく絵の具が流れ
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出た。破壊や攻撃という男性性と結びつけられてきた役割を女性であるNikiが演じるという、
ジェンダー・イメージの転覆を試みたものだった。芸術家 Niki の政治性を決定づけた（山田、
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 映画『ダディ』1972：当時の恋人の Peter Whitehead と共同で父の死後に作成された。 
 身繕い 1978：母 Jacqueline が亡くなったことをきっかけに作成された。鏡の前で入念に身繕
いをしている女性、胸は垂れ下がり、ふくよかな身体とは対照的に顔は骸骨のように痩せ細っ








合い、それが作品を作ることにもなっていったようだ。Tinguely との愛をめぐる Niki の苦悩が
読み取れるものもある。 
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遊び場を共同制作した。80 年代には、「ストラヴィンスキーの噴水」、「ル・シクロップ」、「シャ
トー・シノンの噴水」を完成させている。色彩豊かな Niki の作品に Tinguely の動的な彫刻が加
わることで、異なる個性が互いを引きたたでながら組み合わさり、豊かなハーモニーを響かせ
ている。 
・ストラヴィンスキーの噴水 1983：パリ市から Tinguely に依頼があり、ポンピドゥ・センター

















 Niki de Saint Phalle と劇的な出会いをした日本人がいる。その出会いは、射撃絵画でもなく、
ナナでもなく、版画「恋人へのラブレター」からであった。Niki にはもっと有名な作品がある
のに、不思議なものである。二人には共通点も多いが、そんなことは後からわかってきたこと
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語り合える場、静江がこれまで漠然と思い描いていたような場所」（黒岩有希、2015）であった。
日がな一日 Niki の作品を眺めて疑問に思うことなど、Niki について調べて考えていったという。
そして最終的に Niki は自分なのだということに気がついていく。Niki 自身とも会い、海外の展
覧会に赴き作品を買っている。はじめのうち Niki は Yoko を警戒していた。Yoko は誤解されて









































した（lucia pesapane, 2015）。Niki がデッサンを描き模型を作り、Tinguely を中心とするスタッ
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 母との折り合いは良くなかったようだ。母にとって Niki は、大恐慌と夫の不実とともにやっ
てきた存在（Niki を妊娠しているときに夫の浮気が発覚している）で、すべてあなたが悪いと









て Tinguely は「きみはお母さんと結婚したんだね」と述べたという。沈黙ではなく Niki が目の
前の状況に直面できるようになるには何年もかかったという。 


















店やさんで万引きを始めました。まず最初にボンボンを、そして後には本を。」（Niki de Saint 
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Phalle, 1994, p11）。この文章から自分の癖と攻撃性を関連づけて考えていることがわかる。ま




 22 歳の入院後の担当医（Cossa 博士）は、Niki の行動の背景に気付く機会があった。父親が









ていて、レイプを信じませんでした。それが当時のものの見方でした。」（Niki de Saint Phalle, 
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自我の力を超えた激しい攻撃性は、破壊的な結果を招いてしまうのだろう。こうした傷が癒え
てくるには、繰り返し逃げずに真実と向き合いながら、創造的な過程を歩まなければならない












Niki と母は和解している。母親は Niki に「私、すべて知ってるわ。Cossa 博士があなたのお父
さんに送った手紙を見たの。彼は全部白状したわ。私は窓から身を投げたいと思ったわ」と語っ




 Niki の元家族は、二人の兄弟が自死している。下の妹の Elizabeth は 30 代後半で、弟の Richard
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ⅲ．Tinguelyとの出会い 
 増田（1998）は Niki と tinguely の関係について、「奇跡的な芸術家どうしのめぐり合い」と述
べている。「二人はいつもファイティング・アンド・ディスカッシングで、戦い合い、競い合っ
ていた。」という。キネティック・アートという分野を開拓し、当時その世界のリーダー的な存










リ市からまず Tinguely にきて、ストラヴィンスキー広場を見た Tinguely は直観的に、この広場
には Niki の色彩が必要だと感じたことで、二人の共同作品となったというのである。そして、
「ひとりの作家がひとりの作家を抑圧したりふみつぶしたりしないということ、Jean が Niki の
才能をふみつぶしたりはしないことを、Niki はよくわかっていた。」という。芸術家のカップル
は、どちらかが片方を押しつぶしてしまい悲劇的な結末を迎えることも少なくない。しかし




Yoko を惹きつけた版画も Tinguely へのラブレターだった。Niki という人は、葛藤と向き合い、
激しい攻撃性を示しながらも内にも外にも決定的な破壊とはならずに創造につなげていくこと
ができる人のようである。レジリアンスが高いといえる。 
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か。『痕跡』の表紙の裏に Niki は前書きのようなものを書いていて、それには「12 歳から様々

































― 37 ― 
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